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一
過
程

|
|
』
畿
道
業
に
お
け
る
濁
占
形
成
と
投
資
金
融
伺

l
l
u

ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
形
成
の

越

後

手口

典

別
減
に
お
い
て
、
娘
道
の
建
議
と
合
同

1
濁
占
の
形
成
、
及
び
そ
れ
に
仲
う
鋪
道
株
の
投
機
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
本

践
で
は
、
銭
道
の
建
誌
、
合
同
1
猫
占
の
形
成
と
、
投
機
利
得
詣
求
k
D
「
か
ら
み
合
い
」
が
考
察
さ
れ
、
そ
の
矛
盾
の
展
開
と
、
銀
行
資
本
と

油
開
請
資
本
正
巴
「
癒
着
」
の
必
然
性
に
つ
い
て
、
分
析
が
行
わ
れ
る
。
別
競
描
哉
の
百
衣
川
=
は
木
砧
抗
日
一
に
、
=
一
山
一
は
二
に
、
三
何
は
三
に
該

営
す
る
@
(
別
読
H

経
済
常
設
第
七
十
三
特
第
二
盟
、
以
下
の
紋
越
で
別
世
主
は
、
同
器
所
収
拙
稿
を
指
す
U

投
機
業
者

1
鎖
道
資
本
家
に
よ
る
餓
道
倉
祉
経
替
が
、
投
機
的
利
得
奪
取
の
視
角
に
重
黙
を
沿
い
て
行
わ
れ
た
己
と
は
、
別
競
に
お

い
て
既
に
考
察
し
た
が
、
投
機
的
性
格
は
吉
た
、
銭
道
の
建
設
そ
白
も
の
忙
も
営
然
附
随
す
る
も
白
て
あ
っ
た
@
餓
遺
品
開
祉
の
鎖
症
建

設
は
遁
常
女
の
如
く
行
わ
れ
わ
。
ま
ず
鍛
道
舎
枇
の
取
締
役
を
濁
占
的
一
株
主
と
す
る
建
設
合
祉
を
設
立
し
、
銭
道
曾
祉
は
建
設
合
一
位
と

建
設
契
約
を
締
結
す
る
。
己
の
場
合
、
同
じ
人
間
が
一
方
ぞ
は
織
道
曾
枇
D
創
設
者
と
な
り
、
と
り
資
格
陀
h

d

h

て
、
他
方
、
建
設
者

た

る

資

格

に

治

け

る

自

分

自

身

と

契

約

を

結

ぶ

の

で

あ

る

。

こ

こ

に

詐

欺

金

融

の

隈

系

の

第

一

歩

が

踏

み

(
n
E
r乱

宮

E
-
2
5悶
)

ア
メ

D
力
金
融
資
本
西
成
の
一
遁
程

第
七
十
四
巻

囚
七

第

抗

四
七



ア
メ
ロ
ク
カ
金
融
資
本
醇
成
田
一
過
程

第
七
十
四
巻

四
J、

事

磁

四
戸、

出
さ
れ
る
。

己
白
場
合
、
建
設
曾
祉
に
射
し
て
鍛
道
合
祉
は
、
第
一
捲
保
附
枇
債
、
及
び
己
れ
と
同
額
の
株
式
を
抑
込
む
の
が
普
通
て

あ
っ
た
ω

し
か
る
に
ρ
賢
際
、
建
設
曾
批
に
よ
っ
て
建
設
り
た
め
、
支
出
に
あ
て
ら
れ
る
額
は
、
第
一
権
保
附
枇
債
の
額
だ
け
で
あ

り
、
し
か
も
そ
れ
も
、
社
債
額
の
六

O
%乃
至
八

O
%て
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
残
余
の
株
式
及
び
社
債
は
建
設
曾
祉
の
重
役

1
餓

れ道
、曾

市枇
場の
で重
の jJe
8 O~ 
詰 ポ

Eつ
B ト

w に

詞入
居 Z
，iL f 
E与
で弓

22〉T
のて
".己

[;-れ
b 

司也の

E警
告柱。T官

ロぽ
に銭
よ道

義車
道支
建国
設の

|た
め

わに
け
て童
も役
Z に

E室
内 'rJ

自さ

一司容の

{HHn
鏡
遣
の
建
設
は
、
己
D
射
に
闘
す
る
典
型
的
左
一
例
と
た
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
リ
向
。

=
r
o
E
吋

R
5
0
鎖
道
は
建
設
曾
祉
の
吋
O
L
呂

田
口
同
盟
国
吉
日
。
。
弓
白
色
。
ロ
と
建
設
契
約
を
締
結
し
、
建
設
及
び
業
務
費
と
し
て
、
七
、
九

O
O高
F
ル
白
公
債
、
株
式
、
現
金
を

抽
怖
い
込
ん
だ
が
、
こ
の
う
ち
三
、
六

O
O高
F
ル
以
上
が
偉
業
上
の
合
理
的
経
費
を
超
過
し
て
掬
込
ま
れ
た
こ
と
が
後
日
専
門
家
に
よ

2
2
p
q口
町

っ
て
前
計
吉
れ
た
@
四
、
=
一

o
o高
F
ル
は

役
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ
た
。

C
E
8
3
2
H
W
鈎
道
の
場
合
て
も
、
五
、

0
0
0
高
F
ル
か
ら
二
、

0
0
0
高
ド
ル
に
費
太
金
を
増

加
し
、
と
れ
を
以
て
、
自
介
自
身
を
契
約
者
と
す
る
建
設
合
祉
の
H
a
E
足
。
E
H
F
R
K射
し
、
梯
込
み
を
行
ヲ
て
い
る
が
、
そ
の
梯
込

額
は
一
マ
イ
ル
に
つ
安
一
九
六
、
。
一

0
0
ド
ル
て
、
こ
れ
は
技
術
者
の
最
高
評
償
額
。
倍
額
で
あ
っ
た
。
別
続
に
お
い
て
、
主

0
年
代
以

降
、
餓
道
の
建
設
が
熱
狂
担
に
お
し
す
す
め
ら
れ
た
と
と
を
越
べ
た
が
、
そ
り
建
設
は
、
こ
の
よ
う
に
、
詐
欺
金
融
に
、
モ
の
登
端
か

ら
結
び
つ
い
て
い
た
と
と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
左
ら
ぬ

さ
で
、
錦
道
合
祉
は
建
設
曾
吐
か
ら
か
か
る
掠
奪
を
う
け
た
結
果
、
モ
白
資
本
金
が
大
た
る
に
比
し
で
、
建
設
さ
れ
た
設
備
内
容
は

極
め
て
貧
弱
で
あ
る
と
と
を
常
止
し
十
一
@
即
ち
釜
本
金
の
水
膨
れ
が
行
わ
れ
た
己
と
に
左
る
の
ぞ
あ
る
。
そ
の
水
膨
れ
は
、
い
ず
れ
の

鎖
遣
に
お
い
て
も
、
建
設
時
に
沿
い
て
既
に
五

O
M以
上
に
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
九
而
る
に
か
か
る
水
膨
れ
資
本
も
常
然
町
営
が



要
求
す
る
か

b
、
銀
道
官
一
位
謡
曲
百
白
中
か
ら
、
株
式
に
到
す
る
間
賞
、
批
債
白
利
子
負
債
に
耐
え
る
利
潤
を
生
み
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

他
方
利
潤
の
多
寡
は
、
直
俵
競
争
心
強
弱
に
比
例
す
る
か
ら
、
こ
白
こ
と
は
別
慌
て
述
べ
た
曾
一
世
間
の
競
争
制
限
士
目
的
と
す
る
運
賃

プ
ー
ル
中
¥
合
同
形
成
乞
侭
進
さ
せ
る
ア
ァ
ク
グ
ー
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
餓
道
白
建
設
過
程
の
内
在
矛
盾
が
、
競
争

を
止
揚
す
る
た
め
白
合
同
U
濁
占
白
形
成
を
一
層
促
進
し
た
り
で
あ
る

と
と
ろ
て
乙
白
合
同
山
形
成
己
そ
は
ま
た
投
機
業
者

1
鍛
道
資
本
家
に
と
っ
て
水
増
株
檎
裂
の
絶
好
白
一
機
曾
で
あ
り
、
こ
れ
と
結
び

つ
く
投
機
利
得
獲
得
@
機
舎
を
意
味
し
た
己
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
向
@
例
え
ば
と
れ
を
著
名
な
鍛
遣
の
合
同
に
徴
し
て
み
て
も
、

Z
2
J「
OHHn
の

g
E
H
餓
道
は
五
一
一
一
年
、
包
宮
長
と
出
戸
同
P
U
問
白
小
錦
道
十
社
白
合
同
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
小
銭
道
は
合
同
以
前
に
、
そ
の
寅
際
債
値
は
、
千
高
ド
ル
以
下
で
あ
っ
た
白
に
一
一
千
一
一
二
自
一
ニ
十
高
ド
ル
に
資
本
化
さ
れ
て
い
た
。

モ
れ
が
合
同
に
よ
っ
て
、
更
に
三
千
四
百
六
十
五
高
ド
ル
に
資
本
佑
さ
れ
た
り
で
あ
っ

b
a
六
九
年

Z
Z
E件
か

b
白

5
E持
に

遇
じ
る
四
六

0
マ
イ
ル
白
開
1
0
鎖
道
白
幹
線
は
一
マ
イ
ル
首
り
一
一
一
=
高
七
千
ド
ル
に
資
本
佑
さ
れ
た
が
、
寅
際
白
一
償
値
は
五
分
白
一

以
下
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
資
本
金
の
八

O
泌
が
「
水
」
て
あ
っ
却
ω

勿
論
、
創
設
の
際
、
か
か
る
過
↓
八
安
本
化
が
行
わ
れ
て
も
、

そ
の
後
に
い
た
り
、
水
増
株
に
射
す
る
配
常
を
支
梯
い
、
か
っ
、
事
業
白
牧
益
を
以
て
資
産
内
容
を
充
買
す
る
に
至
る
曾
社
も
少
く
な

か
っ
た

ω

〉
臼
耳
目
は
、
事
項
〈
。
同
庁
の

E
E
r
E
Z
m
r。
R
窓
口
口
品
目
ぐ

E
官、

E
z
z
a
r
明
。
同
内
需
品

5
5白
2
5
h。
等
の
諸
銭

道
士
、
そ
の
代
表
的
な
曾
祉
と
し
て
掲
げ
て
い
針
。
し
か
し
、
合
同
計
重
者
白
中
に
は
、
水
株
を
増
裂
し
モ
れ
を
貰
り
つ
け
る
た
め
に

株
債
を
煽
る
必
要
上
、
設
立
早
々
か
ら
無
理
を
し
て
巨
額
の
配
営
を
支
悌
う
、
郎
ち
所
謂
嶋
田
常
を
行
う
も
の
も
歩
く
左
か
っ
た
。

か
か
る
合
同
D
計
章
者
は
、
合
同
す
る
大
曾
祉
に
は
過
分
の
買
牧
金
を
支
抑
っ
て
合
同
心
成
立
を
念
ぎ
、
新
曾
祉
が
成
立
す
れ
ば
株
を

煽
ヲ
て
出
来
る
だ
け
早
く
自
己
の
持
分
士
責
逃
げ
る
白
が
目
的
で
あ
っ
た
か

b
、
合
同
合
祉
の
利
害
平
、
一
般
株
主
の
前
迭
に
つ
い
て

ア
メ
U
J

カ
金
融
費
本
形
成
。
一
一
過
程

第
七
十
四
巷

山
九

持

説

四
九



ア
メ

uJ
力
金
融
査
本
形
成
の
一
過
程

は
勿
論
限
中
に
ふ
な
か
っ
た
の
で
あ
か
ロ
「
牛
肉
の
健
詰
に
鼠
肉
を
加
え
て
費
目
、
牛
乳
に
水
を
割
っ
て
買
む
と
同
じ
く
許
ナ
ベ
か

b
ざ
る

不
正
」
と
結
び
つ
〈
投
機
過
程
て
利
得
す
る
も
の
は
、
己
の
過
程
士
計
霊
的
に
喚
起
し
た
一
部
投
機
業
者

1
餓
道
資
本
家
の
み
で
あ
り
、

一
般
株
主
は
彼
等
白
利
潤
の
蓄
積
に
奉
仕
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
己
と
は
W
う
ま
で
も
な
い
。
の
み
な
b
ず
、
水
増
資
本
に
謝
す
る
配

第
七
十
四
巻

五
O 

事

鵠

'li 

O 

官
要
求
に
陪
じ
る
た
め
に
は
、
舎
祉
は
貨
物
運
賃
率
を
以
前
戸
も
増
し
て
引
き
上
げ
ね
ば
左
ら
な
か
っ
た
が
、
引
き
上
げ
の
負
婚
は
、

右
泊
業
、
鋳
鋼
業
等
の
資
本
家
の
背
負
う
と
己
ろ
と
は
な
ら
円
、
最
も
弱
き
農
民
が
背
負
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
@
前
者
は
特
恵
的
な

割
引
運
賃
干
、
運
賃
挽
い
戻
し
を
受
け
、
己
れ
を
濁
占
形
成
田
積
粁
と
し
た
に
樹
し
、
後
者
は
温
度
互
つ
不
均
一
な
運
賃
の
支
梯
い
の

た
め
に
農
作
物
の
責
上
げ
の
大
卒
を
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
六
九
年
、
東
部
て
一
プ
ッ
シ

4

ル
七
六
セ
ン
ト
ゼ
賢
ら
れ
た
西
部
農
民

の
小
姿
は
、
そ
の
五
二
セ
ン
ト
を
運
賃
に
と
ら
れ
、
農
民
の
千
に
入
る
白
は
、
僅
に
二
四
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
」
。
加
う
る
に
、
競
争
激

烈
な
地
域
の
低
運
賃
に
よ
る
損
失
士
、
自
紅
白
濁
占
力
を
も
っ
他
地
域
へ
璃
嫁
し
、
た
え
得
る
限
り
の
高
運
賃
を
課
す
、
所
謂
差
別
運

賃
制
は
、
銭
道
猫
占
の
常
奪
手
段
で
あ
っ
た
。
か
く
て
モ
の
激
し
い
牧
奪
は
、
途
に
農
民
を
し
て
銭
道
猫
占
と
闘
う
た
め
の
組
織
士
結

成
せ
し
め
た

Q

八
七
年
白
川
際
商
業
法
制
定
へ
の
底
力
と
も
な
っ
た
グ
レ

Y
O
運
動
が
そ
れ
て
あ
っ
わ
@
ま
た
銭
道
資
本
傘
下
の
勢
働

者
か
ら
は
賃
銀
切
下
げ
、
弊
働
強
化
に
反
射
す
る
大
ス
ト
ラ
イ
キ
も
起
ワ
た

Q

と
己
ろ
で
、
投
機
と
水
増
株
の
強
行
と
結
び
つ
い
た
餓
道
建
設
、
合
同
の
過
程
白
惹
起
し
た
矛
盾
は
、
以
上
の
如
く
、

一
般
株
主
、

農
民
、
持
働
者
と
織
還
資
本
家
と
り
樹
立
を
深
め
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
は
鎖
遁
曾
枇
白
金
融
逼
迫
を
快
進
せ
し
め
、
屡
互
支
挽

不
能
と
破
産
を
喚
ぴ
起
す
契
機
と
も
た
づ
た
。
そ
し
て
、
か
か
る
支
梯
不
能
が
、
恐
慌
勃
裂
由
直
接
的
契
機
と
た
る
と
尖
に
、
己
目
遁

程
て
鎖
、
追
資
本
家
H
H
投
機
業
者
の
階
級
分
解
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
な
白
で
あ
る
。
こ
こ
て
は
支
梯
不
能
に
つ
い

τ若
干
の
考
察

を
進
め
よ
う
。



銭
道
合
祉
を
支
掛
不
能
に
ゐ
と
し
入
れ
た
諸
契
機
中
、
特
に
主
要
な
契
機
を
た
し
た
も
の
は
、
支
梯
に
充
て
ら
れ
る
固
定
費
用
白
負

捨
て
あ
り
、
特
に
モ
の
中
て
も
紅
債
の
利
子
負
捲
が
極
め
て
犬
き
い
部
分
を
占
め
パ
い
た
こ
と
で
あ
る
。
事
安
、
破
産
白
賢
例
は
資
本

構
成
中
、
一
此
債
の
占
め
る
割
合
の
よ
回
大
在
る
舎
祉
に
会
い
て
、
多
く
見
出
さ
れ
匂
戸
八
八
四
年
に
お
け
る
餓
道
曾
枇
の
縮
資
本
構

成
仕
株
式
三
七
億
六
千
ご
百
高
ド
ル
、
枇
債
三
六
億
六
千
九
百
十
一
高
司
ル
で
あ
っ
た
い
、
九

0
年
代
か
ら
今
世
紀
初
頭
に
か
け
て
も
、

祉
債
の
占
め
る
率
は
、
女
去
の
占
す
如
く
、
大
韓
五

O
M前
後
て
あ
っ
だ
。
周
知
白
如
く
配
債
は
、
そ
白
木
市
部
の
性
格
陀
治
い
て
は
、

経
倍
参
加
楼
を
主
張
せ
ざ
る
純
然
た
る
利
息
要
求
白
費
本
ぜ
あ
る
か

b
、
品
開
枇
支
配
聞
と
し
て
は
、

年度|株 式|酔 債

1897 50.44 ! 49.5G 

98 49.81 50.19 

99 49.98 50.02 

1900 50.87 49.13 

1 49.68 50.32 

2 49.65 50.35 

利
子
負
播
む
過
重
左
b
ざ
る
限
り
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
の
有
利
で
あ
る
と
と
は
勿
論
ぜ
あ

P
、

か
っ
、
利
岱
計
算
上
も
、
低
利
白
紅
債
遊
行
は
新
株
強
行
に
勝
る
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
但
し

社
債
に
よ
る
資
金
は
、
そ
白
期
限
の
到
来
と
共
に
こ
れ
を
返
還
せ
ね
ば
な
b
ず
、
ま
た
一
定
の
利
子

支
挽
い
の
義
務
を
も
負
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
恰
も
銭
道
曾
祉
は
工
業
合
一
祉
に
比
し
て
事
業
白
性

質
上
、
年
々
牧
盆
の
高
が
平
準
を
保
ち
、
利
子
支
耕
が
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
己
目
黙
が
そ
白
使

用
率
を
高
か
ら
し
め
た
一
原
因
と
考
え

b
れ
る

と
己
ろ
て
か
か
る
渇
大
社
利
子
負
捲
白
義
務
を
負
う
社
債
の
資
本
構
成
に
占
め
る
大
左
る
比
重
は
、
前
述
D
如
き
投
機
と
結
び
つ
く

水
増
株
捨
設
め
遁
程
て
は
利
子
支
耕
の
困
難
を
結
果
し
た
。
蓋
し
、
株
式
の
町
営
は
必
ず
し
も
こ
れ
を
行
う
を
要
し
な
い
が
、
既
速
の

如
〈
建
設
、

A
u
同
乃
至
増
資
白
際
に
護
行
さ
れ
る
水
増
株
は
舎
一
此
支
国
園
が
こ
れ
を
投
機
過
程
て
費
り
逃
げ
、
投
機
利
得
を
う
る
目
的

を
以
て
守
護
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
支
配
圏
が
株
債
を
煽
る
必
要
上
所
謂
崎
町
営
を
行
う
乙
と
は
蛍
仲
間
と
い
わ
ね
ば
左

b
ぬ
。
と
の

こ
と
は
、
さ
た
き
だ
に
方
大
な
利
子
負
婚
に
憎
む
曾
祉
D
財
政
に
と
っ
て
、
死
の
重
盛
と
た
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

ア
メ
刃
均
金
融
資
本
形
成
。
一
過
程

第
七
+
四
巻

互工

第

量茸

五



ア
メ
η
J
カ
金
融
資
本
形
成
白
一
過
程

第
七
十
四
巻

主主

棒

読

J:i: 

し
か
も
注
月
す
べ
き
は
官
時
の
舎
駐
の
業
務
報
告
は
、
か
か
る
脅
枇
の
内
賃
金
隠
蔽
す
る
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
っ
た
。

一
例
を
あ
げ

れ
ば
、
八
八
年
、
冨
吉
。
書
「
同

E
宮

m
B也、
H
O
M
E

銭
道
が
支
姉
不
能
に
陥
っ
た
時
、
調
査
闘
の
報
告
は
、
明
か
に
遊
行
詮
舞
の
岡
山
曲
、

利
子
支
腕
の
能
力
ほ
依
く
低
度
の
牧
盆
力
し
か
有
し
た

W
に
も
拘
ら
ず
、
舎
祉
の
業
務
報
告
は
完
全
に
こ
れ
を
隠
蔽
し
て
い
た
己

と
を
曝
露
し
亡
い
引
竺
舎
一
此
の
内
貿
が
何
等
か
の
契
機
に
よ
っ
て
曝
露
さ
れ
る
や
株
債
は
暴
落
し
、
モ
れ
と
共
に
一
切
の
信
用
を
失
墜

し
て
支
抑
不
能
に
至
る
ζ

と
は
蓋
し
営
然
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
加
う
る
に
、
詐
欺
金
融
と
投
機
利
得
を
ね

b
ラ
建
設
は
、
例
え
ば

k
z
-
E
F
H
E白
F
2由
。
鍛
道
の
場
合
の
如
〈
、
未
開
護
地
へ
の
時
期
借
且
i
L
乙
思
わ
れ
る
績
張
を
結
果
し
、
ま
た

Z04司
〈

2
H
n
E白

Z
雪
国
民
間

r
M
L
銭
道
中
、
山
富
t
o青
島
凡
同
町

E
Z
白
場
合
の
如
く
、
既
に
そ
の
地
方
の
産
業
、
遇
商
白
欣
態
に
ふ
さ
わ
し
い
鎖
道
ゆ

存
在
す
る
地
域
へ
織
道
士

J

建
設
す
る
と
い
う
、
事
業
経
債
の
見
地
か
ら
は
凡
え
経
済
性
士
無
競
せ
る
如
き
奉
に
出
て
し
め
た
切
で
あ
る

か
か
る
錦
道
は
、
上
述
の
如
く
建
設
時
に
落
大
友
支
出
士
行
っ
て
い
る
が
、
質
際
は
建
設
曾
艇
に
よ
っ
て
掠
奪
さ
れ
、
出
来
う
る
限
b

低
廉
な
費
用
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
設
備
も
極
的
で
不
充
分
友
も
の
が
多
か
っ
た
。
従
っ
て
皆
裁
を
開
始

F
る
や
否
や
、
港
大
な
水

増
資
本
と
負
債
を
か
か
え
込
ん
で
、
需
要
の
不
足
、
或
は
激
甚
た
競
時
ず
に
た
え
る
己
と
が
で
き
ず
、
一
位
債
の
利
子
支
捕
は
不
能
と
な
る

zczroS
司
馬
目
。
鎖
謹
白
如
き
大
銀
道
さ
え
も
、
完
成
と
同
時
に
祉
債
の
重
度
を
う
け
、
支
耕
不

能
に
陥
っ
て
い
る
白
は
、
w
己
白
黙
に
着
眼
す
る
と
き
決
し
て
怪
む
に
た
り
な
刷
。

場
合
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る

玄
椀
不
能
に
導
く
直
接
契
機
と
し
て
は
、
一
阻
債
白
利
子
負
婚
と
と
も
に
、
賃
借
線
の
利
子
負
捲
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
b
ぬ。

同
日
『

E
E品
自
己
戸

1
2
2自
己
点
口
氏

E
F戸
官
弓
は
八
一
年
の
欄
張
期
に
賃
借
糠
の
賃
借
料
の
支
姉
、
及
び
貸
付
命
祉
の
株
式
配
蛍
、

利
子
支
梯
を
保
件
と
す
る
賃
借
を
行
っ
た
が
、

そ
れ
に
伴
う
牧
盆
が
上
ら
な
か
っ
た
た
め
、

九
一
年
破
産
し
た
@

凹

干
は
り
賃
借
に
原
因
が
あ
っ
私
ん
と
い
わ
れ
る
。

八
九
年
に
お
け
る

巧
p
t自
ru
印

F
F
E
F
E内

H
E
E問
。
銭
道
白
支
梯
一
小
能
は
、

而
し
て
、
賃
借
線



白
利
子
負
捨
が
支
抑
不
能
の
契
機
と
な
っ
た
現
出
は
、
上
述
し
た
枇
債
の
利
下
負
捲
と
同
様
で
あ
っ
て
、

ζ

こ
で
は
省
略
す
る
。

さ
て
、
「
文
梯
不
能
の
窮
境
陀
陥
り
、
経
皆
椿
が
目
0
2
2同
の
手
に
渡
さ
れ
る
や
、
財
政
建
直
し
の
た
め
に
銀
行
の
協
力
が
求
め

b

れ
、
か
つ
通
常
決
議
樫
信
託
が
設
け
ら
れ
る
が
、
己
の
場
合
陀
は
議
決
樫
信
託
の
受
託
者
圏
は
、
財
務
白
改
造
に
蛍
る
銀
行
の
支
配
下

に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
整
理
が
完
了
し
て
議
決
権
信
託
の
解
か
れ
た
後
に
も
、
な
お
引
蹟
き
銀
行
が
取
締
役
舎
に
謝
し
、
勢
力

を
振
う
こ
と
も
ま
た
珍
し
く
左
い
」
の
で
あ
る
@
絞
っ
て
、
官
聞
の
本
稿
の
行
論
白
叡
知
か

b
は
、
支
姉
不
能
は
ま
ず
銀
行
白
鎖
道
府
間

祉
支
配
の
主
要
た
契
機
と
し

τ把
握
さ
れ
る
@
こ

D
己
と
は
、
一
般
株
主
、
弊
働
者
、
農
民
心
牧
卒
に
よ
っ
て
建
設
と
合
同
t
b
し
す

す
め
て
き
た
投
機
業
者
l
銭
道
資
本
家
が
、
自
ら
招
い
た
矛
盾
の
故
に
、
支
梯
不
能
に
陥
り
、
投
機
業
者

1
銭
道
業
者
と
し
て
の
資
格

k
b
い
て
は
、
や
が
て
鍛
道
業
に
お
け
る
支
配
的
地
位
か

b
返
〈
過
程
池
示
陵
す
る
ω

銭
道
白
建
設
、
合
同
白
過
程
は
モ
れ
故
、
投
機

業
者

1
銭
道
資
本
家
D
階
級
分
解
白
一
過
程
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
山
。

信

ω

出
自
司
凸
】
2
m
u
h
q々

5
3
2
司豆、

b
2
J
巴
C∞
も
旬
日
品
目
i山

ω
国
自
司

2
2
u
h
出
ト
河
日
出

同
開
プ
ラ
ウ
y

「ア
J
F
9
泡
査
本
主
義
瑳
撞
且
」
九
一
九
二
頁
。

利
回
自
4
2
0
4
5
h
g
m子
司
旧
事

ω

3

2
口明、同コト町同
S
E
G
E
M
-、除、同コ喜句、
h
Q吉
川
円
P
N
U
E唱
hNhvHmop

F

H

M

・
0
回

目
ao五
也
、
P
司司・。∞
1HOO-

色。品目言内凶知可。，柄。】
r
k日
百
守
員
、
出
量
述
。
付
、
時
・

M
M目

ω
S
I
8
4・

司
自
唱
。
A
M
3
p
h
b
s
J
久
町
、
ミ
N
h九円、
RbHC日∞、

zl'鼠
H
1一日間同

上
回
貞
次
郎
金
集
第
二
告
「
株
式
合
一
目
前
」
一
六
四
頁
。

(叫 (8)作)(6) 

ア
メ
n
y

カ
金
融
資
本
形
成
の
-
過
程

別
競
拙
稿
、
参
照
の
と
と
。

ア
ダ
ム
ス
「
米
図
旦
」
四
ニ
七
八
頁
。

フ
ラ
ウ
ン
、
前
掲
書
一
一
且
三
四
亘
。

H
V
m
w
a

。回♂
H
N
N

丸
、
阿
川
河
一
呂
田
l
i
H
m
w
m
w

・

Q
0
4
0
-
目
白
符
司
。
認
可
。
ロ

NNt"
司
日
∞

出
口

5
5
・
hr
き
て
E
3
2
京、

E
N
hき
兵
]
V

均田・

E
R
E
o
p
E
H
H
S
F
E
B
E
E
-
h
s
s
E
A
¥
民
主
$
3
0

2
N
p
q
Rた
礼

hh町、
h
p
E
0
4・
句
読
前
調
書
を
参
問
。

同
開
口
F
0
4
昔
ロ
仏
関
可
。
詰
]Hhph弘、閉じ回目
ω

同開

P
2
0一
日
仏
砕
司
O

示
、
&
、
国
ド
許
可
I

凶日同

自国側(J.l)(1訪問。功例第
七
十
四
巻

主

停

韓

ヨ王



ア
メ

P

D
金
融
資
本
形
成
田
一
温
程

第
七
十
四
巻

主
囚

まF

強

互工
囚

幽
門
戸
。
話

-E向
侍

F
J
Z
p
bえ
w
H
M

同
日
。
-

M

同
白
日
仏
白
色
有
H
V
C

詰
戸
田
礼
子
H
V
凶
]
口
、

倒
例
え
ば
、
巴
同
0
5
問
。
E
E
B
宮
内
凶
門

O
B官
品
の
設
立
者
と
し
て
、

指
導
的
な
投
寄
金
融
業
者
で
あ
り
、
出
量
錨
遣
の
社
長
唱
と
し
て
〈
百
円
W
E
}同

と
儲
遊
説
界
に
そ
の
璃
を
競
っ
た
り
白
区
ロ
お
項
目
末
路
を
見
上
。
回
目
。

錨
抵
の
椋
信
回
目
白
-

F
上
れ
と
い
え
ば
上
D
、
下
れ
と
い
え
ば
下
る
、

左
ま
で
い
わ
れ
た
稀
代
田

E
E
E
=
は
、
八
O
歳
。
主
主
僅
か
五
三

0
ド
ル
の
財
産
し
か
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
詳
し
く
は
者
耳
目
宮
毛
前
掲

害
を
参
照
。

投
機
業
者

1
銭
這
資
本
家
敗
退

ωあ
と
を
ち
け

τ、
八

0
年
代
以
降
銭
道
事
業
家
の
性
格
も
以
前
と
は
異
ヲ
た
も
の
と
、
な
つ
℃
き
た
。

小
椋
一
貫
勝
氏
は
こ
の
舗
を
弐

ω如
く
指
折
ナ
る
。
「
入

0
年
代
に
友
る
と
ず
ァ

Y
グ
ピ
ル
ト
と
グ
l
ル
ド
に
か
わ
っ
て
、
ご
人
の
一
新
し

い
鎖
道
資
本
家
、
ヒ
ル
と
ハ
リ
マ
ン
が
頭
を
も
た
げ
て
き
た

n

ヒ
ル
と
ハ
ロ
マ
ン
は
不
法
株
券
白
印
刷
主
あ
え
て
す
る
よ
う
な
グ
イ
プ

の
事
業
家
で
は
な
か
っ
た
@
事
業
家
は
南
北
戦
争
前
後
か
ら
み
る
と
は
る
か
に
洗
練
さ
れ
て
き
た
。
.

-
-
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、

ヒ
ル
と
ハ
リ
マ

Y

は
単
濁
の
事
業
家
て
は
た
く
、
銀
行
家
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
。

ヒ
ル
は
モ
ル
ガ
ン
白
、

ハ
リ
マ
ン
は
ク

y
・
ロ
ヱ
プ
の
金
融
的
援
助
を
え
た
。
す
な
わ
ち
銀
行
資
本
と
産
業
資
本
と
の
結
び
ワ
き
は
ま
ず
銭
遺
産
業
て
買
現

し
は
じ
め
た

ω
て
あ
る

u

」

己
己
て
「
銀
行
家
」
と
呼
ば
れ
て
h
る

冨

2
間
回
目
平
岡
島

F

「
。
。
ヴ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
園
際
金
融
業
者
。
巳
3
5
0
E
Z
B
Z
O

て
あ
る
。

ま
た
銭
道
事
業
家
と
銀
行
業
者
の
「
結
び
つ
き
」
、

或
は
産
業
資
本
と
銀
行
資
本
と
の
「
結
び
つ
き
」
と
い
う
表
現
は
厳
密

さ
を
懐
く
が
、
と
も
あ
れ
、
か
か
る
表
現
の
意
味
す
る
圏
際
金
融
業
者
四
銭
遺
業
に
封
す
る
干
渉
と
支
配
が
、
ど
白
よ
う
に
し
て
も
た

b
さ
れ
た
か
と
い
う
と
と
を
、
別
抗
及
び
本
践
で
旧
従
来
白
紋
越
と
の
開
聯
に
お
い

τこ
こ
で
明
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。



抑
え
ア
メ
リ
カ
に
h
d
け
る
投
資
金
融
機
関
は
、
政
府
公
債
と
鎖
道
詮
歩
の
強
行
に
伴
フ
て
登
展
し
て
お
り
、
而
し
て
左
表
白
如
く
、

公
債
白
褒
行
も
餓
道
一
出
耳
鼻
骨
も
、
著
し
く
外
因
資
本
に
依
在
し

τい
た
の
で
あ
る
d

従
っ
て
、
投
資
金
融
機
関
は
ま
ず
、
外
園
資
本
職
入

機
関
と
し
て
稜
蓬
ぜ
ね
ば
な

b
ず
、
闘
際
金
業
融
者
の
活
動
は
、
殻
端
か
ら
極
め

τ重
要
左
意
義
主
帯
び
て
い
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
詮
券
の
外
園
入
所
有

(
一
八
五
四
年
)

其芸里担舗晶君官州骨 誼

河行
最 券及 誼及

計 及 v'
世保 遵 v' 国 <D 
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一
八
宝
四
年
(
財
務
省
推
計
U

7
八
七
三
年
ハ
バ
ロ
ッ
グ
推
計
)

一

入

九

五

年

円

)

一
一
一
三
(
百
高
弗
υ

て
E
O
O
H

二
、
主
0
0

" 
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ア

J
F
P
カ
金
融
資
本
形
成
の
一
過
程

(
皐
位
干
ド
作
一
)

第
七
十
四
巻

図
際
金
融
業
者
の
力
の
源
泉
は
外

図
の
銀
行
家
と
白
コ
ネ

F
Y
ョ
ン
に

あ
り
、
彼
等
の
引
受
け
た
圏
内
白
公

債
、
鎖
道
設
雰
等
の
有
償
詮
止
拾
を
、

英
、
閥
、
漏
等
白
銀
行
家
に
責
り
つ

金たのけ
高血 凶る
機略従吉国
棒つ力
にてが

占園絞
め際等
る金の
優岡地
位業位
は者{t
、の規
外投定
園資し

の
7
メ
り
カ
詮
雰
に
劃
す
る
、
資
本

投
下
の
増
大
の
過
程
の
中
に
現
わ
れ

る
。
女
表
は
モ
の
一
指
標
て
あ
ふ
@

主

五

事

輯

五
五



ア
メ
D
カ
金
融
安
本
形
成
の
一
過
程

雨明地元]鵬首歩ヨた

186(}-jl5 

I 18田一70

1871-75 

商
曾
の
該
玄
を
み
て
い
る
が
、
=
一
七
年
の
恐
慌
に
よ
っ
て
外
事
九
日
導
入
は
一
時
杜
絶
し
、

】

v
o
a
H
H
m

〕ユ
E
E
S
銀
行
の
倒
産
、
州
債
償
還
の
不
履
幻
等
に
よ
り
、
四

0
年
代
も
外
資
の
輸
入
が
困
難
と
な
っ

た
た
め
)
圏
内
資
本
市
場
に
依
存
せ
ね
ば
な

b
ず
、
己
こ
に
-
一
株
式
仲
良
人
の
活
動
む
舞
台
が
提
供
さ
れ
た
。
わ

け
て
も
。
六

0
年
代
初
期
の
南
北
戦
争
白
遂
行
に
営
つ
亡
、
政
府
白
強
行

L
た
公
債
の
買
入
れ
に
つ
い
て
は
外
国
は
消
極
的
て
あ
っ
た

会G

第
七
ト
四
巷

第
一
理

上
表
は
ロ
ン
ド
ン
市
場
に
お
け
る
ア
メ
H
J
カ
詮
朱

ω
堵
大
の
過
程
、
特
に
鎖
込
詮
多
の
そ
れ
を
一
不
す
@

玉
大

五
六

Q
早
位

百
掠
円
ト
ル
〉

以
上
の
表
白
示
す
如
く
、
外
図
人
の
ア
メ
リ
カ
に
封
ナ
る
詮
券
投
資
は
、
七

0
年
代
以
降
、
特
に

増
大
し
℃
い
る
白
て
あ
る
が
、
己
れ
に
伴
hr
、
園
際
金
融
業
者
白
投
資
金
融
機
構
に
治
け
る
支
配
的
地
位
も
、

七
0
年
代
以
降
確
立
さ
れ
た
。
七

0
年
代
以
前
に
沿
い
て
投
資
金
融
機
構
に
お
H
て
支
配
的
地
位
を
保
持
し
て

い
た
も
の
は
、
古
く
は
己
百
戸
問
。
古
田
ω
富
島
の
。
新
く
は
す
司
の
。
o
r
軒
の
。
等
h
r
F
れ
も
前
抗
て
み
た
如
〈

大
株
式
仲
買
人
て
あ
つ
が
。
前
践
に
指
摘
し
た
如
く
、
=
一

0
年
代
の
外
資
白
聡
入
に
伴
い
、
イ
ギ

F
ス
資
本
総

入
の
仲
介
の
た
め
に
、
第
二
合
衆
国
銀
行
の
吋

E
E
1
Eロ
冒
銀
行
へ
の
改
組
が
行
わ
れ
、
一
二
五
年
に
は

c
g話。

唱
。

s
r
o《凶一『

古λ

つ

た
め
、
公
債
白
大
部
分
は
圏
内
に
お
い
て
消
化
さ
れ
ね
ば
左
ら
左
か
っ
た
が
、
こ
の
と
き
、
]
唱
の
。
o
r
商
舎
は
、
五

T
人
白
セ
ー
ル

ス
f
y
t
L
E
東
奔
西
走
せ
し
め
、
政
府
の
七
分
三
厘
利
付
公
債
十
億
ド
ル
を
個
人
投
資
家
に
寅
却
す
る
己
と
に
よ
っ
て
詮
券
賓
却
に

新
局
面
を
聞
き
、
投
資
金
融
機
構
に

b
け
る
支
配
的
地
位
を
獲
得
し
た
。
戦
後
の
餓
道
建
設
の
進
捗
に
仲
う
餓
道
誼
務
の
投
機
は
、
か

く
て
開
拓
さ
れ
た
図
内
資
本
市
場
白
上
に
鋭
舞
し
た
白
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
て
戦
後
の
餓
道
投
機
に
刺
戟
さ
れ
た
銭
道
株
の
上
場
は
一
方
に
沿
い
て
外
園
資
本
白
鎖
道
投
資
を
増
大
せ
し
め
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
既
越
の
遁

D
て
あ
る
が
、
他
方
銀
道
の
投
資
金
融
に
指
導
的
役
凱
を
田
市
し
つ
つ
あ
っ
た
株
式
仲
買
商
に
よ
っ
て
銭
道
舎
一
位
が
支
配



遣 さ
舎れ
軍士て
白い

破た
産こ
は と

z 問。
g. t昇。幽
岡山

口と

P 需古
己 Uご

1l'つ

望主
IJJ 嬰

普賢
の v

酉lrll!
;p ~雪

長皇
ミ富
ミE
P抑
:;;. 司ミ

“ 官旨
商 i
舎破
白 E言

破を
産引
に き
典起
型 さ
的ざ
にる
みを
ら f尋
れな
Tこか
如づ
く た

誼鎮

多
分
自
民
機
関
♀
E
F
E
r一回

E
E
O
)
の
破
産
を
引
き
お
と
し
、
己
F

し
に
従
来
由
岳
印
門
口
『
三
日
〕
間

F
。5
0
h
T
、
己
れ
と
結
び
づ
く
投
機
師

的
事
業
家
に
代
づ
亡
、
圏
内
外
の
投
資
家
に
器
官
接
を
費
捌
き
う
る
と
こ
ろ
の
、
よ
わ

J

賢
汎
志
資
本
市
場
と
の
結
び
づ
き
を
有
す
る
闘
際

金
融
業
者
の
文
田
が
確
玄
さ
れ
る
こ
と
に
恋
っ
た
の
で
あ
uvu

園
際
金
融
業
者
た
る
富
由
間
回
目
白
投
資
金
融
機
構
に
あ
け
る
優
佼
性

白
確
立
が
、
七
三
年
の
す
山
、
の
。
c
r
o
商
舎
D
倒
産
の
後
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
@
か
く
て
、
紋
よ
り
一
銭
道
業
に
h
d

け
る

合
同
形
成
の
過
程
は
、
同
時
に
投
資
金
融
業
に
お
け
る
集
中
|
|
図
際
金
融
業
者
の
制
覇
確
立
i
ー
の
過
程
ど
あ
っ
た
こ
と
が
注
意
さ

れ
ね
ば
た

b
向。

か
く
て
投
資
金
融
機
構
の
主
座
に
上
コ
た
園
際
金
融
業
者
は
、
投
機
業
者

U
餓
道
資
本
家
D
敗
退
の
あ
と
を
う
け
て
、
ま
ず
鍛
誼
業

に
そ
の
活
動
白
領
域
を
漸
女
接
大
し
て
い
っ
た
。
出
再
開
恥
ロ
資
本
の
進
展
の
指
標
は
①
七
九
年
の
富
由
空
白
に
よ
る

Z
2
J
R
2
r

の
自
可
己
鎖
這
の
三
五
高
株
の
株
式
強
行
の
引
受
、
②
八

O
年
の

Z
2
F由
口
町
民
2
P
銭
道
の
枇
債
引
受
、
③
八
王
年
の
町
内
自
品
目
4
E
F

Zdq
〈
日

r
n
s
g阿
南
餓
遣
の
競
争
白
調
停
、
④
八
九
年
、
九

O
年
r
h
お
け
る
銭
遺
業
者
舎
議
の
冨
由
軍
国
に
よ
る
主
俸
に
己
れ

L
か
し
、
異
に
そ
白
活
動
領
域
を
撹
大
、
深
化
す
る
た
め
に
は
、
合
一
世
経
替
の
内
部
に
侵
入
し
、
支
配
権
を

を
求
め
る
と
と
が
で
き
る
。

掌
中
陀
収
め
る
己
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
且
在
る
一
時
証
券
仲
介
業
者
た
る
こ
と
を
以
て
満
足
せ
ず
、
①
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
し
、
ま
た
は
プ
ロ
モ

1
グ
と
結
ん
て
こ
れ
を
駆
使
し
、
か
ぐ
て
創
立
さ
れ
た
曾
枇
白
支
問
機
を
掌
握
し
、
⑦
既
存
合
祉
が
新
資
本

を
要
求
す
る
持
は
、
モ
白
調
達
の
報
酬
と
し
て
重
役
の
椅
子
を
提
供
せ
し
め
る
ω

九
二
年
に
冨
。
岡
田
富
が
2
0
4司

JE件、
Z
0
4
4

国
号

g

b

同日伴内。
H

品
開
丘
町
。
ζ

の
重
役
に
な
っ
た
白
は
、
か
か
る
方
法
に
よ
コ
て
〈
あ
っ
た

u

③
更
に
禽
祉
が
破
産
に
瀕
す
る
場
合
に
は
、

ア
メ
W
J

カ
金
融
資
本
形
成
の
一
過
程

第
七
十
四
倉

五
七

第

鼠

主主

七



アメ
q
ノ
カ
金
融
資
本
形
成
の
↓
過
程

前
章
に
指
摘
し
た
如
く
議
決
構
信
託
の
受
託
者
国
を
支
配
し

第
七
十
四
告

五
i¥. 

静

置

王
i¥. 

更
に

ロ
E
口問一問。同

と
し
て
、

経
管
に
参
加
し
、

己
白
舎
祉
を
窮
極
的
に
支
配
す
る

M

同OE-q間
M
W

包
囲
mmw
一門戸。ロ

冨

2
2
の
一
汲
が
∞
吉
伸
Z
E
E
-
S
F
z。
Z
Z
E
E丘町
P

の
E
E問。

E
門
目
。
同
町
且
巧
E
E
P
等
の
誇
餓
道
曾
祉
白
、
.
同
己
F
F
S
F
b
の
。
が

q
E
E
H
V
R
5
0
銭
道
の
支
配

開

1
9
司日。

恒
向
mw
同心ロ
OAZo-

HFE品目
Dm-

を
獲
得
し
た
D
は
、
い
ず
れ
も
か
か
る
方
法
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
④
ま
た
或
る
場
合
は
、
そ
の
宮
力
名
墜
を
背
景
と
す
る
株
式
買
占
、

ま
た
は
プ
ロ
グ
シ

l
潤
筆
に
主
っ
て
重
役
舎
を
乗
取
る

a

同
居
宮
、
円
。

-orが
出
ι
z
E。
耳
件
。
F
E
餓
道
の
支
配
棲
を
得
た
の
は
己
の
方

法
に
よ
っ
て
で
あ
る
叩
い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る
に
も
せ
よ
、
か
く
て
一
度
び
舎
祉
の
支
配
権
主
掌
中
に
牧
め
る
や
、
爾
後
そ
の
舎
祉
の

霞
券
登
行
の
可
否
、
そ
の
護
行
保
件
の
決
定
は
、
全
〈
彼
等
の
欲
す
る
ま
士
と
在
る
。
削
ち
彼
等
は
、
買
手
と
買
手
と
を
自
己
の
一
身

に
朱
れ
そ
た
え
る
己
と
に
な
る
の
で
あ
る

3

己
れ
は
、
も
は
晶
、
主
常
な
る
取
引
と
は
い
え
な
い
。
己
の
場
合
、
取
引
の
開
極
に
玄
っ
か

に
み
え
る
餓
道
曾
枇
と
、
投
費
銀
行

ιの
謝
立
は
単
に
形
式
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
本
質
的
民
は
、
営
該
銭
道
と
、
銀
行
の
封
玄
は
、

て
あ
る
。

両
者
の
共
通
の
支
配
者
て
あ
る
園
際
金
融
業
者
に
沿
い
て
止
揚
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
@

R重
(6) (5) (4) (3) (2) (1) 

小
椋
府
勝
「
ウ
オ
ー
ル
帽
」
九

O
i九一一旦。

君
主
拐
待
出
。
時
gukgvESRミ
F
E
S
N
司・

Hac

d
E
E
待
出
品
。
F
N
W見
4

司
・
可
A
F

・

盟
野
拝
九
十
九
「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
環
民
」
二
三
五
二
三
六
頁
。

司
自
岡
山
待
出
。
四
日
-
bえる

H
M
Z白

唱
己
目
匂
待
出
。
問
自

u
h
v
F
噌
司
・

H
4
U
1
0

「
融
合
」
と
は
か
か
る
事
態
を
指
稀
す
る
の

同
川
君
Z
E
d
-円、
h
h
h
e
号
、
¥
司
色
句
、
九
町
、
}
-
w
-
-
l
H回
寸
l
l
H
U
ゅ・

附
刷
司
口
E
待
出
。
由
自
一
田
b
r
-
v
H
4印

ω
当
pa百
4
・K
G
礼
子
同
日
ν
回
目
白

ll∞O
H

川
州
国
同
白
宣
muoze.
、
毛
足
匂
単
語
、
m
w

恩
Nq

塁、

b
a
h
-可

q
k
b・
司

H
1・
日

出

H
M



紋
上
の
如
き
融
合
の
形
成
期
に
照
醸
す
る
餓
道
業
に
ゐ
け
る
合
同
U
濁
占
山
進
展
は
別
競
に
述
べ
た
如
く
、
持
株
曾
紅
形
態
を
と
り
、

大
系
統
の
形
成
を
結
果
し
た
。
従
っ
て
、
己
こ
で
は
持
株
曾
祉
に
よ
る
猪
占

ω形
成
と
投
資
金
融
業
と

ω関
係
が
た
ち
い
っ
て
考
察
さ

以
下
一
て
=
一
の
事
例
に
よ
っ
て
考
察
を
進
め
よ
う
@

れ
れ
ば
在

b
ぬ

d

A 

ロ
ロ
向
。
ロ
吋
R
F
目。岡山町民

-BBn同
門

oEhvE『
の
場
合

d
E。ロ

F
E
P
銭
遁
と
同
d
百‘
F
R
t
b
口。

と
む
闘
係
は
、
前
者

が
九
=
一
年
の
恐
慌
に
商
し
て
、

間口}臣、
H
b
o
y
F
h
p
の
『

p
n
S
E
a
国
各
誌
が
そ
の
財
務
整
理
の

2
2
2
0目
立
唱
に
服
し
た
後
、

事
業
を
引
受
け
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
始
っ
た

d

他
方
己
れ
と
時
を
同
じ
く
し
、
株
式
仲
買
人
か
ら
身
を
起
し
、

E
E古
島

内

E
Z
H銭

道
心
支
配
棋
士
獲
得
す
る
に
至
っ
た
出

出

国
P
司
E
R
E
は
、
野
心
を
西
部
の
大
銭
道
た
る

H
H
E
B
】
試
合
目
。
に
仲
し
て
思
惑
を
始

め

ん
プ
ラ
イ
種
の
大
金
融
業
者
と
し
て
、
今
世
紀
初
一
関
金
融
資
本
の
代
表
的
傑
物
で
あ
っ
た
]
-
国

回
与
誌
の
上
越
整
理
事
業
主

妨
害
せ
ん
と
し
た
也

し
か
し
、
結
局
雨
者
に
妥
協
が
成
立
し
、
国
間
口
E
g
は
最
初
執
行
委
員
舎
委
員
と
た
白
、

一
年
後
に
は
回
忌
再
に

よ
っ
て
、
経
営
上
の
力
侭
が
認
め
ら
れ
、
取
締
役
曾
長
に
就
任
し
、
一
九

O
九
年
死
亡
す
る
ま
で
モ
の
職
に
あ
っ
た
@

告
白
向
。
回
司
宮
町
田
町

は
上
記
の
由
。
庄
司
と
同
日
岡
山
田

E
と
の
協
同
に
よ
っ

τ
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
一
一
一
年
に
か
け
て
買
に
十
四
年
間
を
費
し
て
完
成
し

た
持
株
合
祉
で
あ
っ
て
、
そ
の
支
配
は
。
再
開
。
ロ

目

F
。1
F
E
P

。2mAUD
同
担
口
毛
色
可
ド
白
血

5
2明
w
g
p

。E問
。
ロ
ー
司
LωF吉
岡
吉
田

宮
口
同
。
&
の
子
舎
位
を
始
め
、

m
g
p。百

HMm丘町
0
・
n
g
g
H
E
E
F
F
H回
目
Eω

の
S
H
E
-
等
白
諸
織
運
に
及
び
、
庚
大
悲
餓
道
網

を
形
成
し
た
ほ
か
、

2
2
4
R
1
2
H刊
の
宮
司
乙
及
び
出
会

5
。
E
h
r
o
r
z
の
三
大
大
西
洋
幹
線
白
部
分
的
支
配
構
を
牧
申
、
東
部
地
方

へ
の
勢
力
を
伸
長
し
た

ω

持
株
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
た
曾
祉
は
買
に
ご
七
一
位
ハ
総
管
業
マ
イ
ル
=
一
九
、
=
豆
四
マ
イ
ル
)
に
及
び
、
全
米
園

ア
メ
ヲ
カ
金
融
資
本
形
成
の
一
一
過
程

第
七
十
四
谷

王
ブし

第

揖

五
ブb



に
わ
た
てコ ア
てメ
分 p
散ヵ
し企

て型

z霊
Q) 雨ラ

てぷ
あー
る>)晶

程

第
七
十
四
特

/、

O 

多存

続

ノ、
O 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
開
設
行
し
た
詮
歩
は
三
億
七
千
豆
百
十
王
高
F
ル
に
及
び
、
乙
れ
が
引
受
は
同
z
r
u
-
H
b
o『
併
の
P
が
捲
蛍
し

た
が
、
己
白
う
ち
銭
道
自
憾
の
進
歩
、
改
善
白
た
め
使
用
さ
れ
た
金
額
は
僅
に
千
三
百
高
F
ル
て
、
他
は
す
べ
て
伯
曾
祉
の
株
式
及
び

資
産
の
購
入
、
持
買
の
た
め
使
用
さ
れ
た
岨
線
路
を
直
線
に
し
た
り
、
銭
橋
を
構
築
、
修
理
し
た
り
、
レ
ー
ル
を
と
り
か
え
た
り
、
モ

白
他
古
い
設
備
を
更
新
し
た
り
、
注
目
ぞ
へ
き
改
良
と
進
歩
が
こ
の
期
間
に
行
わ
れ
た
が
、
モ
れ
ら
に
要
し
た
金
額
は
、
事
業
の
牧
盆

士
以
て
そ
の
大
山
?
を
賄
う
こ
と
が
で
き
た
て
あ
る
@
大
量
の
詮
家
護
行
は
生
産
力
白
増
進
に
は
役
立
た
ず
、
支
配
領
域
白
旗
大
に
寄
興

し
た
の
て
あ
っ
た
。
し
か
も
、
持
株
曾
駐
に
よ
る
支
配
白
集
中
は
、
事
業
の
放
率
を
無
嗣
し
、
法
律
を
お
か
し
て
進
行
し
た
こ
と
が
注

意
さ
れ
れ
ば
危

b
w
o

抑
々
日
銀
道
に
お
け
る
持
株
曾
祉
は
、
電
力
、
ガ
ス
等
白
会
日
祉
事
業
に
ゐ
け
る
持
株
曾
枇
の
如
〈
、
金
園
に
分
散
す
る
車
伎
を
金
融
的

に
結
合

F
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
り
、

E
大
を
構
成
闘
を
経
替
耐
に
も
緊
密
に
集
結
し
怠
け
れ
ば
、
持
株
舎
一
世
に
よ
る
集
中
日
買
を

あ
げ
る
己
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
鎖
道
曾
祉
に
お
い
て
は
純
粋
持
株
舎
一
位
よ
り
も
大
合
同
曾
枇
、
或
は
親
事
業
曾
祉
に
よ
る
持
株
支

同
H
E
S
H
ν
R目
。
白
持
株
支
配
は
上
記
白
如
〈
全
園
に
分
散

配
白
形
式
を
と
る
も
の
白
方
が
康
倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に

し
、
経
営
的
に
も
緊
密
な
っ
た
が
り
を
依
い
亡
い
た
の
て
あ
る
。

己
の
己
と
か
ら
、

d
B
5口
同
M
p
n
h由
。

の
傘
下
に
入
っ
た

〔

u
r
r
k問。

』『と

zu
鍛
道
は
、
再
び
回
目

ZEE-
の
支
配
下
に
入
る
前
の
如
き
良
好
な
瞥
業
成
績
を
牧
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
]
可
2
0

5宮
門
官
鎖
遁
は
管
財
人
の
手
に
渡
さ
れ
ね
ば
在

b
た
か
っ
た
。
更
に

F
E
E
D
D死
後
三
年
目
に
は
、
最
高
裁
判
所
は
、
さ
さ

に
取
得
し
た

回

E
E
M
O
H
D
E
E
P
鍛
道
の
株
式
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
遼
反
す
る
の
故
に
モ
の
虎
介
主
命
じ

τい
る
の

市
し
て
、
か
か
る
一
連
の
管
業
不
振
と
法
律
に
よ
る
解
臆
の
過
程
に
お
い
て
、
同

H
E
S
E
-問
。
銭
道
の
保
持
し
亡
い
た
株
白
債
格
は
、



大
巾
に
下
落
し
た
。

一
億
一
一
千
九
百
八
十
九
高
F
ル
ゼ
牧
得
し
た
巨
百
。
貯
の
B
R
M
L
銭
道
を
始
め
と
す
る
被
支
配
合
位
の
株
債
は
一

九
二
二
年
に
は
八
千
七
百
入
十
五
指
ド
ル
に
下
落
し
た
の
で
あ
ゐ
。

と
こ
ろ
で
、
己
白
間
金
融
操
作
を
捨
営
し
た
同
己
r
p
円。
o
t
b
n。

は
、
合
同
の
た
め
心
詮
券
護
行
及
び
被
結
合
舎
一
耽
白
一
切
の

詮
赤
費
出
し
を
引
受
け
、
叉
そ
れ

b
の
解
散
、
愛
更
に
つ
い
て
悉
く
参
聾
し
て
、
膨
大
な
創
業
利
得
を
報
酬
と
し
て
獲
得
し
、
か
っ
一
一

名
D
童
佼
を
迭
っ
て
モ
の
支
配
権
主
獲
得
し
た
の
で
あ
る
@
阿
国
r
P
H
L
s
r
倖
の
。
・
は
株
式
の
購
入
、
読
券
の
護
行
、
引
受
に
際
し
、

i

a

盆

2

Y

ミ
y

シ
ョ

y
t取
件
し
た
ば
か
り
て
た
く
、
株
式
の
虞
分
の
際
に
も
ま
た
ヨ

Y

ミ
ッ
シ
ョ
シ
を
取
得
し
た
。

以
上
の
事
究
は
、
銭
道
業
に
h
d

け
る
碕
占
的
持
株
舎
位
て
あ
る
匂
旦
。
出
町
日
自
由
。
銭
遣
の
形
成
が
、
大
投
資
銀
行
た
る
阿
国
F
F
F
。
。
σ

軒
。
。
と
の
融
合
に
よ
っ
て
行
わ
れ
え
た
こ
と
、
そ
し
て
事
業
経
皆
の
見
地
か
ら
は
無
意
味
と
思
わ
れ
る
程
陀
ま
で
、
そ
の
集
中
が
お

し
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
か
か
る
金
閣
安
本
の
創
業
利
得
獲
得
に
枝
擦
が
求
め
ら
れ
れ
ロ
た
ら
ぬ
こ
と
を
明
白
に
物
語
る
も
の
で
あ

る
@B

n
E
E向
。
切
号
]5m甘
口
市
町
。
巳

R
Y
同
巴

-
B白
血
向
。
H
M
H

阿
国
民
可
申
場
合
同
】
宮
古
田
司

R
百
円
融
関
遣
は
一
、
九

O
一
年
目
。
一
口

F
O
B

3
2
P
餓
遣
の
株
式
を
取
得
し
た
後
、
七
、
九
一
-
一
マ
イ
ル
を
有
し
、
世
同
時
最
も
替
業
成
績
の
良
好
で
あ
っ
た
の

E
E問
。
出
口
ユ
吉
岡
円

shr

ρ口
町
出
向
『
銭
遁
の
支
配
を
め
ざ
す
に
至
つ
匂
営
時
既
に
}
同
V

民
自
宅
包
軒
。
。
白
金
融
的
援
助
を
う
け
て
い
た
の
日
邑

Z
2
p
o
g及
び

zoユ
『
耳
目
可
R
S
n
鎖
道
は
、
己
む
ロ
ロ
一
自
】
Mpn自
の
鍛
諸
白
計
査
に
お
そ
れ
を
抱
い
た
@
出
ロ
ユ
官
四
円

S
織
道
は
一
小
銭
遣
に
す
ぎ
な

か
っ
た
が
、
足
2
四
百

1
出
巳
白
支
配
す
る

z
-
F
O
B
]
V
R
Bの
鍛
道
に
と
っ
て
は
、
こ
の
小
錦
遣
を
支
配
下
に
お
く
こ
と
に
よ
っ

て
に

2
5ち
に
蓮
絡
す
る
こ
と
が
で
空
、

E
Z
I
H。
o
r
l
p司
{E自
に
と
づ
て
は
、
こ
れ
が

d
B
E
E
-由
。
鎮
道
と
並
行
線

出
口

H
I足
。
伝
言
明
宮
司
の
脅
威
を
除
く
所
以
で
あ
っ
た
。

影
中
な
す
の
故
に
、
と
れ
を
支
配
す
る
己
と
は
潜
在
的
競
争
を
消
滅
さ
せ
、

ア
ヌ

P
カ
金
融
究
本
形
成
の
一
過
程

第
七
十
四
者

六

第

E虎

Yミ



ア
メ

D
カ
金
融
資
本
形
成
の
一
一
過
程

第
七
十
四
告

占ノ、

多事

就

そ
こ
で
ま
ず

Z
。且
r
o
E
】V
R誌
の
と
の
目
見

Z
2
F
o
g
の
雨
餓
道
曾
一
位
は
共
同
祉
債
三
億
一
一
干
五
百
高
F
ル
を
強
行
し
、
己
れ
と

国
自
己
日
程
O
ロ
餓
道
の
殆
ど
杢
部
白
川
株
式
ハ
一
億
九
百
寓
ド
ル
)
と
の
交
換
に
成
功
し
た
。
層
向
。
片
岡

E
1回
日
の
こ
の
奇
襲
的
作
戦
に
封
す

HνR目。

る

p
r
p
E
O
F
I
E耳
目

E回
D
報
復
は
、
相
手
の
本
繍
た
る

Z
E
F
S
E
E
P
銭
道
山
支
配
権
略
取
に
向
け
ら
れ
、

Z
Z
F
O
B

巧
凶
】
戸
印
5
0
H
未
曾
有
の
大
株
式
戟
を
ひ
き
お
こ
し
た
が
、
結
局
四
億
ド
ル
の
資
本
金
を
も
っ

銭
道
株
の
買
占
を
め
ぐ
る

君
。
耳
F
o
E
W
2
2〕
、
。
。
な
る
持
株
舎
枇
白
設
立
に
そ
の
妥
協
を
見
出
し
た

ω

新
舎
祉
は

Z
0
1
F
O
E
可
耳
目
白
♂
の
HOP同
Z
2
Z同
目
、

C
E
S
】
誌
の
部
の
の
三
大
競
争
線
を
支
阻
下
に
治
か
ん
が
た
め
に
設
立
さ
れ
た
超
満
占
慌
ゼ
あ
り
、
新
曾
一
位
は
そ
の
合
枇
株
式
と
交
換

に、

Z
。
且
『
耳
目

p
h尽
の
株
白
十
分
の
九
、
。
E
E
Z
2
F司
ロ
株
の
四
分
白
=
一
を
獲
得
保
有
し
、

d
U
5同
町
R
自
の
は
さ
空
の
買
占

め
に
よ
り
取
得
し
た
る

Z
R
F
O
B
H
M
R誌
の
株
白
代
り
に
新
舎
祉
の
株
式
主
受
取
る
ζ

と
に
な
っ
た
臼
て
あ
か
。
か
く
て
隔
金
融
資

本
ほ
、
と
の
新
倉
祉
に
代
表
者
争
出
し
、
闘
争
は
格
り
を
告
げ
、
こ
こ
に
忽
ち
鍛
道
運
賃
D
引
上
げ
日
よ
る
濁
占
的
牧
奪
を
開
始
し

た
さ
て
出
口
巴
呂
町
吉
田
鎖
道
、
正
確
に
い
え
ば
の
E
E問。
w

出口同日
E
m吉
田
軒

ρ己
自
の
可
凡
唱
え
句
、
言
弘
め
p
は
ど
う
な
フ
た
か
と
悼
う
に
、

営
祉
は
薪
に
設
立
さ
れ
た
の
F
R
P問
。
・
出
耳
目
自
m
F
B
F
ρ
巳
R
『

h
Q乱
首
長
。
。

K
自
社
白
所
有
す
る
金
銭
遣
を
九
百
九
十
九
年
間

賃
貸
す
る
契
豹
を
結
ん
だ
@
か
か
る
虎
理
を

ιっ
た
理
由
は
所
有
曾
一
世
と
経
皆
曾
祉
と
を
分
離
し
て
、
経
叫
世
間
脅
祉
に
は
国
司
江
田
吉
系

の
漫
言
穫
を
許
容
す
る
た
め
で
あ
っ
叫
ん
。
と
こ
ろ
で
一
九

O
四
年
、
最
高
裁
判
所
は

2
0早
宮
自
由
。

2
2
2
2
の
。
は
持
株
舎
祉
を
以
一
て

濁
占
維
持
の
手
段
と
す
る
も
白
て
、
明
か
に
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
遺
反
す
る
も
の
で
あ
る
去
の
判
決
や
下
し
、
こ
白
合
祉
の
解
散
を
命
じ
た
。

而
し
て
ζ

の
解
散
に
よ
っ
て
富
。
H
m
g
l回
日
系
と
門
戸
E
M
戸。。『
H
M
国
耳
目
自
首
系
と
白
線
が
切
れ
る
こ
と
に
な
り
、

E
E
o包
の
。

と
白
賃
貸
借
白
関
係
も
一
九

O
七
年
に
消
滅
し
、
同
丘
町
。
色
。
。
が
直
接
経
皆
す
る
こ
と
に
在
っ
た
。
こ
の
己
と

と
対
応
町
】
話
、
3
、
。
。



は
、
先
づ
第
一
に
君
。
叫
凹

5
1
回
目
と
内
吾
P
F
o
o
t
-国
P
E
E
Lロ
と
の
抗
争
の
護
端
て
あ
っ
た
と
己
ろ
の
出
ロ
ユ
百

mmS
官
同
町
。
色

の
支
回
が
結
局
冨
日
間
自。。
グ
ル
ー
プ
の
手
中
陀
確
保
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
u

員
。

HmE
を
し
て
モ
D
本
来
の
国
的
を
達
成
せ
し
め
る
己
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
ω

第
二

換
言
す
れ
ば
、

反
ト
ラ
ス
ト
法
白
遁
用
に
よ
る

Z
2
p
o
目
的
R
日戸円円。
m

の
解
散
は

に
冨
。
同
町
告
が
出
回
同
日

E
四
百
ロ
同
丘
町
O
阜
市
内
。
・
の
支
配
を
略
取
し
た
と
H
う、

か
か
る
事
態
ほ
如
何
な
る
意
義
を
も
っ
て
い
る
か
。

出
日
ロ
ロ
四
件
。
ロ
銭
誼
は
出
o
m
n
B
の
資
本
家
]
司
。
島
田
の
創
設
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
一
八
五
-
一
年
繍
道
業
界
に
入
担
、
彼
及
び
彼

を
信
用
す
る
一
一
、
三
人
白
友
人
の
私
財
を
集
め
、
後
日
出
向
同
日
呂
間
吉
国
錨
道
と
改
稿
さ
れ
た
こ
の
敏
道
白
礎
石
を
築
吉
、
五
七
年
恐
慌

を
始
め
、
幾
多
白
金
融
上
の
危
険
を
乗
切
り
時
四
授
を
つ
づ
け
て
き
た
銭
道
て
あ
る
。
勿
論
授
資
金
融
業
者
は
一
人
も
重
役
舎
に
参
加
し

て
い
た
か
っ
た
。
嘗
時
山
大
投
資
銀
行
は
恐
慌
下
財
政
難
に

Z
ろ
め
〈
銭
道
に
融
資
を
友
ナ
が
如
さ
と
と
は
し
取
か
っ
た
。
ヨ
ν
同
F
gは

い
わ
ば
出
。
凶
百
ロ
の
鎖
道
建
設
者
ヰ
の
輝
し
い
先
究
者
て
あ
づ
た
わ
け
で
あ
る
。
而
し
て
明
日
『
由
。
乙
の
成
功
は
出
σ防

庁

O
出
の
敏
道

建
設
者
を
刺
戟
し
彼
等
の
資
本
と
企
業
に
よ
っ

τ
d
E
S
F
E
P、
h
"の
r
E
C
F
足
。
例
目
。
言
。

S
E
-
-
J
4
2。一回切戸国の宮内
E
H
E始

配
を
は
た
れ
、
宮
C
H
凹
E-

め
、
一
一
回
に
及
ぶ
西
南
部
の
大
部
分
の
鎖
遣
が
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

同己
r
p
F
。oc

し
か
る
に
漸
吹
と
れ
ら
の
鎖
中
迫
は

F
量
E
ω
資
本
家
の
支

一
一
紙
白
支
配
下
に
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

国
包
囲
口
出
吉
田
鎖
遁
が
叙
上
の

過
程
を
経
て
，
足
。
同
問
自
由
支
配
下
に
治
ち
い
る
に
至
る
ま
で
に
、
既
に
出
。
且
自
白
資
本
家
は
Z
0
4
4

開
己

mn自
己
の
鎖
道
に
お
け
る

支
配
を
す

b
夫
い
つ
つ
あ
っ
た
。
一
九

O
O年
に
は
出

EgHM
岳
民
FEH『
は
足
。
司
問
自
支
田
下
の
判
。
司
可
。
持
の
自
古
品
に
賃
貸

さ
れ
、
数
年
後
同
じ
〆
宮
司
唱
ロ
支
町
下
心

2
2
出
0
4
2
h
ロ

iE雪
印
は

Z
Z
回
目
回
目
白
白
血
に
治
け
る
餓
道
の
大
部
分
を
そ
の

支
閉
下
に
沿
い
て
い
る
。
以
上
の
事
買
は
、
さ
き
に
大
系
統

d
巳
自
聞
や
江
田
o
鎖
道
の
形
成
が
鎖
道
資
本
家
同
日
己

E
E
と
癒
着
す
る

内出
7
3
-
H
b
o
u
D
創
業
利
得
獲
得
の
希
求
に
よ
っ
て
ゐ
じ
す
す
め

b
れ
た
こ
と
を
述
ベ
た
が
、
丁
度
モ
の
過
程
の
裏
面
の
事
買
を
明
か

ア
メ
u
y

カ
金
融
資
本
形
成
の
一
語
程

第
七
十
四
巻

ムノ、

第
量産



ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
形
成
田
一
過
桂

第
七
十
四
谷

大
凹

室戸

揖

ノ、
囚

に
す
る
も
の
で
あ
る
@
即
ち
大
銭
遺
棄
本
と
癒
着
す
る
大
投
資
銀
行
に
よ
る
猫
占
の
形
成
、
即
ち
別
抗
て
趨
ベ
た
大
系
統
形
成
は
、
か

〈
の
如
く
、
激
し
い
地
芳
鍛
道
資
本
家
白
牧
奪
を
伴
っ
て
進
行
し
た
己
と
が
知
b
れ
る
の
で
あ
る
@

以
上
の
如
く
、
別
践
で
考
察
し
た
大
系
統
形
成

1
銭
遺
業
に
治
け
る
濁
占
の
完
成
は
、
図
際
金
融
業
者
の
主
導
性
の
下
に
鍛
誼
資
本

と
の
癒
着
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
し
か
も
、
関
際
金
融
業
者
の
介
入
の
契
機
と
た
っ
た
も
の
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
銭
道
合
同
l
濁

占
の
過
程
モ
の
も
白
が
生
み
出
し
た
矛
盾
で
あ
っ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
銭
道
業
に
治
け
る
濁
占
の
形
成
過
程
の
中
て
「
癒
着
」
が
必

然
化
し
、
こ
の
癒
着
に
よ
っ
て
濁
占
が
完
成
さ
れ
た
己
と
が
知
ら
れ
る
。
而
し
て
、
金
融
業
者
の
側
に
お
け
る
癒
着
の
主
噂
性
把
持
は

銭
道
業
に
お
け
る
濁
占
形
成
過
程
が
、
足
。
品
百
型
金
融
資
本
の
形
成
過
程
の
一
環
と
し
て
把
握
さ
れ
う
る
己
と
を
示
す
。

ハ
ニ
八
・
丸
・
一
〉

睦

ω-FEof
出
子
司
月

Ha--ヨ

ω
国

E
E
-
N
V
L
a

同

W
F
E昔
主
宰
子
吋
-HS-

ω
H
W
R百
骨

f
昆
RNa
可
・
阿
川
可
H
l
H叫
除

mw

別
抗
拙
稿
の
第
一
草
委
照
の
乙
と
。

仙
叫

F
E印。
凶

m
-
h
p
F
司

ZAF・

当
日
ω
V
O
喝

UEL-一切r
ぼ
ヤ
目
。
叶
参
問
。

噌
地
庸
治
郎
「
ア
メ
q
y
カ
融
誼
業
に
お
け
る
持
株
官
祉
の
護
撞
」

東
京
商
大
商
事
研
究
第
三
各
参
照
。

ω
培
地
庸
拍
郎
、
前
掲
論
文
。

川

仰

同

WHH主
主

h
t
L
4
H
2
ロ
∞
参
照
。
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